





9 月 1 日(水)~ 3 日(金〉の 3 日間、岐阜県土岐市核融合科学研究所において、標記の技術専門職
員研修が行われたので報告する。参加者は 10機関 12名であった 。
l 日目は本島修核融合科学研究所長の当研究所の研究紹介があった。大型ヘリカル装置CLHD - Lar
ge Helical Device)による定常核融合実験の現在と将来の目標についてであった。
その他の講義も LHDに関するものでありかなり専門的なものであった。




















































被融合科学研究所高周波加熱 I rVisual Basic による機器制御J
プラズマ研究系 核融合科学研究所技術部
助教授久保伸 信号伝送係長横田光弘
電力制御技術係井上知幸
会場:核融合科学研究所
9月 3 日(金)
会場:管理棟第2会議室
9:00 (講義)
『電力監視と制御J
核融合科学研究所炉システム・応用
技術研究系
助教授山田修一
10:20-10:30 休憩
10:30(先輩講話)
「核融合科学研究所の
技術組織j
核融合科学研究所技術部長
山内健治
12:00-13:00 休憩
13:00(施設見学)
核融合科学研究所
LHD本体室
制御室、液化機室
I~ーチヤル・リアリティ
15:00-15:10 休憩
15:10 (講義)
総合制御妓術係小川英樹 I 15:00(講義)
電力制御技術係鷹見重幸 I rマイクロ波による
rLHDヘリカル超伝導コイルの
電源と制御j I 9:00-17:30(実験・実習)
絞融合科学研究所炉システム・応用|第3班
技術研究系
助教授力石浩孝
16:40-16:50 休憩
16:50 写真撮影
17:30 意見交換会
『電子回路シミュレーションJ
核融合科学研究所技術部
総合制御技術係長塚田究
電源技術係長 安井孝治
-76-
セラミックス焼成J
核融合科学研究所炉システム・応用
技術研究系
教捜佐藤元泰
16:30 
閉講式
